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2016年度多摩ジェンダー教育ネットワーク　第25–26回会合
および2017年度からのメーリングリスト化について
加藤恵津子
「多摩ジェンダー教育ネットワーク」のこれまで
「多摩ジェンダー教育ネットワーク」は、年月に発足した、多摩地
区の大学でジェンダー教育に携わる人々の「人間関係」です。
ジェンダー関連科目はあっても、ジェンダー教育がプログラムや専攻として
制度化しにくい日本の諸大学にあって、その教育者は孤立しがちです。当ネッ
トワークはそのような人々をつなぎ、経験、スキル、直面している問題点を分
かち合うことで互いをエンパワーすべく始まりました。
これには「顔の見える」関係づくりが重要と考え、行き来のしやすい多摩
地区の大学教員を中心メンバーとしてきましたが、「越境」参加者、大学院
生、/10等の活動家、自治体職員（年度より多摩市男女共同参画担当の
方々）、出版社の方など、ジェンダー・セクシュアリティ教育・研究に関心の
ある様々な方にもご参加いただいてきました。
会合は～か月に一回、平日の夜～時、多摩地区の諸大学および
5"."女性センター（京王線　聖蹟桜ヶ丘駅前）で持ち回りで開催し、メン
バーによる教育・研究実践の報告の他、年間テーマに基づき、外部講師による
レクチャーも行ってきました。
2017年度以降
発足から年が経過し、一定の役割を果たした当ネットワークは、年
月以降、定例会形式を終了し、メーリングリスト上の団体へと移行します。こ
れにより「総」方向的な情報・意見交換の場、あるいは会合呼びかけの場とし
て、新たに出発いたします。
以下は、現在の形式の団体としての最後のご報告となります。
世話人（2016度現在）：
　　石川照子（大妻女子大学比較文化学部）

　　加藤恵津子（国際基督教大学ジェンダー研究センター）
　　稲本万里子（恵泉女学園大学）
事務担当：松﨑実穂（国際基督教大学ジェンダー研究センター 研究所助手）
報告 
〈第25回会合〉
日　時：年月日（木）
テーマ：「学生による『デート%7』啓発を支援する：早稲田大学の試み」
発表者：兵藤智佳（早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（8"70$）
准教授）、湯山秀平（早稲田大学卒業生）
場　所：5"."女性センター
出席者：名
「グローバルヘルス」と題する講義を通して、学生に自発的にジェンダー問
題を考えさせる兵藤氏、元教え子の湯山氏より、男子を%7被害者とする啓発
ビデオを学生が作製・発表したケースを紹介していただきました。湯山氏から
は、プロジェクトに関わった元学生としての自省的な成長感、兵藤氏からは
「男子学生が自分の気持ちを語れる場をまず設けたい」との実感が語られまし
た。「男子が%7被害者」という盲点的なケースを取り上げる意義に加え、男
子が女子に共感できるようになるプロセスは斬新で、参加者からは熱心な質問
が相次ぎました。
〈第26回会合〉
日　時：年月日（木）
テーマ：「多様な性にとって真に安心・安全なキャンパスとは」
発表者：生駒夏美（国際基督教大学）、続いて自由討論
場　所：国際基督教大学
出席者：名
年夏に報道された、一橋大学での性的マイノリティ学生逝去を受けた
報告、および座談会。日本の大学の中央集権化が進み、ジェンダー研究がます
ます周辺化される中、あらゆる性的背景をもつ学生が自己肯定感を持てるキャ
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ンパス環境、居場所づくり、関連部署の連携は、ますます実現から遠ざかって
います。教職員が主体となり、大学が、学生にとって「毎日どう闘って生き抜
いていくか、見せてくれる人に出会える場」となれないだろうか。諸大学・団
体の事例や取り組みからヒントを探る、熱い議論となりました。月以降の当
ネットワークのあり方についても広く討論しました。
＊＊＊
これまで無報酬で講師をお引き受けくださった皆さま、参加者の皆さまを始
め、ご関心をお寄せくださったすべての皆さまに心より御礼申し上げます。

From 25th to 26th Meetings 
of the Tama Gender Education Network 2016 
And Its Transformation in 2017
Etsuko KATO
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